// 


ツクナンバー特価サービス// 


1年分を1000円で// 

「ガ ロ」 も愛読者の皆様の ご支援に I 益^^^^ 

より創刊以来 5 年目を むかえましたが 

バックナンバーをまだお読みでない方のために下記の通り 
特価 サービスを行ないます。 


日土三平、水木しげる、つげ義春 
永島慎二、滝田ゆう、楠勝平 
つりた.くにこ、勝又進、藤沢光男 
佐々木マキ、田代為寛、池上遼 一、 




<12册セッ 




諸先生の作品の 
数々をこの機会 
にぜひ// 


近所の書店へ 
御注文下さい 


g ) セット41年4月号〜42年3月号 WK 
§) セパ42年4月号〜43年3月号 )^1 
1 セット特価1000円(〒共） 

® ⑧セ、ソト明記の上代金を添ぇて直接当社までぉ申込 / / 

み下さい。（美本でない本もありますのでご諒承下さぃ、 ^ 

△先 • 東京都千代田区神田神保町1 -55青林堂 





「ガ ロ」 大きくならないで 

関田哲 (岐阜. 16 歳) 

僕は10時間眠らない事には、次の日、 
もう まともに 活動できないのだ。今、 
時計は11時半。それなのに僕はこんな 
物を書きはじめてし まつた" こんな事 
はやめればいいのだが、それでも- 

「ガ ロ」 に投稿するのは、はじめて 
です。々「ガ ロ」 私感“ を述べます。ま 
ず雅 という 言葉 (この場合、俗という 
語の反対語として書くのだが)をこの 
雑誌に 当ててみたい。 大体、 次号の予 
告も編集後記もない所が実にいい。置 
いてない 本屋 もある所がいい。そんな 

「ガ ロ」 には商品の臭いはないし、^ 
されてゆく物という感じもない。大体、 
売れているのだろうか、この雑誌は。 

私感を述べれば、発行部数は のびて 
ほし'<ない。そして整わないでほしい。 

(整うというのは、僕がこの維誌を悪 
い意味で なく 雑で あると思つているか 
らなのだけれど)その意見に裏付け 
をするのもめんどうなので、やめて、 
話は変わる。 

先日、僕の友達が路の隅でうずくま 
っているこじきを見て「ガ ロの 編集長 
はきつとあんな 風 だ U 0 と笑つて言い ま 
した。 (無論、 悪意な どなく) この 
話もそれで終わつて、二つ目" r ガロ」 
私感〃 を述べます。それは、創造的で 
ある事。ここに何かが創造されたとし 
よう。創造という言葉から、その物は、 
この世の中になかつたわけだ。したが 
つて、 それに対する道理も 観念 も、こ 
の世界にはない。だから創造された物 
は理解されないのが 普通 だし、創造さ 
れた物を前に、現在の観念でのぞむ事 
もいけない事だと思う。「ガ ロ」 は創造 
的なの だ。 僕は勝手にそう思つて、.つ 
1/ゲる7)だ。 


さて、僕の言いたい事はそれだけだ0 
説明が不充分である事を感じつつ、僕 
はもぅ筆を置く。だって僕は10時間の 
睡眠を必要とする、それも 16 歳の若僧 
なのだから。 

支離滅裂の内に- — サィナラ御同輩。 

滝田ゆぅの〈ことば〉の1一様性 

井村徹 (京都.21歳). 


これは滝田ゆう特集号の中で菊地浅 
次郎 氏が述べられていることであるが、 
《滝田の作品にあつては〈ことば〉は 
二様に描かれる》という指摘は面白い 
と思う。 

ぼくが以前から注目しているのは、 
《人物が反射的に想念に浮べる図が象 
徴する ことば 以前の ことば》と 菊地が 
いう吹きだしの中のカットの ような 図 
である。この図には どんなことばを 以 


てしても、それを言い表わすことが不 
可能な人間の感情が見事に表現されて 
いて、これこそ滝田漫画の持つ独壇上 
である、 とぼく は考えて いるわ' ^です0 
"キヨシ/.“と母親に呼ばれ.てビク 
ッ とする時に描かれる包丁の図な ど、 
心憎いばかりです。それが同時に ユー 
モアに直接つながって読者の笑いを喚 
起させるから不思議です。 

この カッ ト図を言語に転化したら、 
少しも面白く 
ないのは明ら 
かです。勿論、 
ことばの持つ 
面白さは別に 
ある。が、滝 
田作品に限っ 
てこの《こと 
ば以前のこと 
ば》が、ご卜 
ば以上の意味 
を持って迫っ 
てく るのは、 
注目に値する。 
滝田ゆうはこ 
とばを越えた 
次元にまで漫 
画を もっ てい 
った。 

ことばで表 
わすというこ 
とは、その言 
いたい事の、時には大半を落してしま 
うということにもなりかねない。その 
中で漫画が真に漫画であるのは、その 
表情の図に由来する。それを一歩突っ 
込んで漫画で心理を表現する滝田ゆう 
の技法に、ただただ感心するのである。 
五月号の「花あらしの頃」の最後のコ 
マのろうそくなどいい例である。 

ぼくは、つげ義春の漫画と滝田ゆう 
の漫画を、すべて言語に転化して、漫 


画と同じ感動を伝える ことが 出来るか 
と試みた が、 所詮それは無理なことで 
あった。 「巨人の星」が 小説で出され 
たけれど面白くなかった。ことばの限 
界が 意識され、ぼくは将来、文学も映 
像を 表現 方法とする方向にむかうので 
はないかと感じ始めている。 

淹田作品の吹きだしのヵット図は、 
ことばという表現方法の限界を教えた0 
それはつげ義春の作品の持つ重さと同 
じ比重で、ぼくに問い始めている。 

つりたさんに想う 

林原雅史 (広島.21歳)* 

つりたさんつて、どんな娘さんかし 
ら。 「溝」(六月 号 掲載)読んで惚れ 
てしまいました。それで、大急ぎでつ 
りたさんの前の作品を読んでみたんで 
すが、やっぱり「溝」が一番よかった。 
同じテ—マの 「音」 もよかったけれど 
「溝」のほうがより完成されていたか 
ら。処女作「ナンセンス」の新聞の中 
に、色々と自己宣伝してあったけど、 
それを信じると現在21歳で、誕生日は 
10月25 日と か。プレゼントで もしよう 

かな、ボーィフレンド求むってあった 
けど、 もう 彼氏できちゃったかしら。 
一報求めたいところですね。 

ところで作品の話だけれど、「音」 
(本年三月号掲載)以前は駄目ですね。 
文学少女 的な青臭さがあって、読んで 
いて気恥かしくな っち ゃうのです。悩 
苦す る 青春をポ ー ズと i ながらも、 そ 
の裏でつりたさんは ちっと も悩んでい 
ず、 へらへら笑いながちやきいもでも 
食べていたんじゃない かと 思って、厭 
なかんじでした。でも「音」以後 (と 
いっても他に「溝」しか知りませんが) 
つりたさんは本質的 テ ー マを見つけた 
ような気がして興味を抱かせます。づ 
たさんの示すアレゴリ^- (もつとも 
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今日他の形式が可能だとは思いません 
が)は、逆説として示されたつりたさ 
んの悩苦を、よく表明していると想い 
ます。 

ある朝目覚めたら、主人公(？二は 
声だけになってしまい、かつてその声 
の 住家で あったろう 肉体は、声に とっ 
て見知らぬ他人だった。 これは 「音」 

の冒頭ですが、あまりに今日的な(い 
や今世紀的な)状況設定です。肉体と 
声、あるいは肉体と意識が完全に分離 
し、それぞれが自立を始めるという、 
ずっと昔ポーがステイーブンスンが - bs 田 
いたことです。だがつりたさんが独得 
なのは、その意識の面にスポットをあ 
て、意識が結局のところ空無であり、 

非在に過ぎないことを描いた点です。 
カフカの影響なのでしょうか、 それと 
もサルトルの影響なのでしょうか、あ 
るいはつりたさん自身に よる 認識なの 
でしょうか。 

大好きな「溝」では、「音」の声は 
肉体をもった寒がりの主人公に具現さ 
れます。男のようでもあるし、女のよ 
うでもある主人公は、意識がそうであ 
るように中性なのでしょう。夏だとい 
うのに下宿でコタツに入ってぶるぶる 
震えている主人公は、きっと心臟が悪 
くて血行がよくないのでしょう。意 li 
ってものは大抵心臟病みなものですか 
ら。意識ってものは、常に対象がなけ 
れば存在しないくせに、ドストエフス 
> rl の頃は、いばっていたものです。 
それが結局のところ心臟病みの寒がり 
だったとは。ザムザが「地下室の住人」 
のハロデイ I であったように、つりた 

さんの中性の人間も「地下室の住人」 

のパロデイーなので しょう。はくしゆ 
かつさいです。 

でもこの後つりたさんはどうなつち 
やうのでしよう。つげ氏の T 海辺の叙 
景」的なものになつちやうのでしよう 


か。文学少女に逆戻りですね。 

原点へ引きもどすマンガ 

池田彰 (東京•幻歳) 

私はつげ忠男の「昭和ご詠歌」の中 
に、私自身の過去を見てしまう。それ 
は、見たくもない私自身の内面だ。そ 
して、そこから主要に感じるのは「怒 
り」と「汚辱」である。 

四•二八沖繩解放闘争から帰って疲 
労した肉体を横たえながら「昭和ご詠 
歌」を読んだ。再び 「怒り」と 「汚辱」 
が私の内に広がり、闘争の前に読んで 
見て おくべき だっ たと反省した。そう 
すれば、闘争を前にして.、高倉健み た 
いに意気がったり、 あれ や これ や 考え 
て興奮せずに、スッ キリと「怒り」と 
「汚辱」を満身に受け止め、もっと冷 
静に沈着に国家権力と対決できたと S 

った。 

私達の「現在」は「未来」に規定さ 
れ ると 思っている。しかしながら、 「つ 
げ忠男」は「怒り」と「汚辱」の過去 
を、あばき出す ことによ って私達の未 
来を規定し、現在を規定しているので 
はないだろうか。それは、単に〃風が 
ふいているだけ"のような感傷的な過 
去でなく、 とも すれば 見ようと しない 
過去、見たくもない過去、すなわち私 
達が常に検証し問いつめなければなら 
ない原点へ引きもどすのではないだろ 
うか。それは、自己欺瞞も逃避も ゆる 
されない、きびしく自己と吋央しなけ 
ればならない自己，の内面 性を 見ること 
なのだ。そうであるがゆえに、私自身 
「つげ忠男」の作品を「読んで見る」 
のはこわくて、逃げたくてしようがな 
かつた。 

帝国主義的支配秩序が、私達の日常 
性にまで侵入し、個々バラバラに未来 
を展望したり、逃避した りしがちな 現 


在、「つげ忠男」は私達を原点へ引きも 
どし'私達の欺瞞的なべールを引っぺ 
がし、裸にしてしまう「わいせつ」な 
漫画家だと思っている。 

〈高級読者〉、消滅せよ V . 

山田治 (兵庫) 

ここに一人の少年がいる、名前は藤 
井健一郎。ともかく彼の言うことを聞 
いてみよう。「例ぇば、佐々木氏が彼 
独特のタッチで一人の狂人を語ったと 
しよう。そして我々が、彼が画いた も 
の、は一人の悲しい正常人の姿を描いた 
ものだと読みとつても、それは一向に 
かまわないのである L ..0 勿論、こんな文 
章は括弧でくくつ.ただけで正体を暴露 
する類のものであって、そんな人間に 
正しい批評ができる答がないとか、他 
のマンガ家のものを そうとれ ないのは 
彼の想像力の貧困だとぼくが饒舌に指 
摘してみたところで読者を うんざりさ 
せるにすぎないでしよう。 

しかし我慢して頂いてもう少し彼の 
意見を拝聴し よう。 彼は「ヵムィ 云- 
を 「丁度司馬遼太郎とか海音寺潮五郎 
氏の「坂本龍馬」とか 「天と地と，」 と 
かの類の喔吐する ような 馬鹿馬鹿し さ 
の大型ドラマにすぎない」 とおっ しゃ 
る。大衆文学にもなかなか通暁してい 
らっ しゃる よう だが、「坂本竜馬」や 
「天と地と」が 《喔吐す るよう な馬鹿 
馬鹿し さ》 を 持つているというのは 君 
のかいかぶりでしよう。「ヵムィ伝」に 
ついて1もちろんそうです。《嘔吐す 
る》 というような 最大級の賛辞は サド 
やバタィユ くらいに しかあてはまりま 
せん。君の推奨する〈サルトル〉の「嘔 
吐」などは眠'気と軽蔑しか催しません0 

しかしさらに.笑止な事は彼が、人が 
-カムイ伝」を読むのは「政治的なこ 
と、或は人間の行動に関して考える 


からだとでも M ってい るら しい 事です。 
これには彼の言葉を借りて、「御都合 
主 ■# も甚 しい。」 と言っておけば 足りる 
でしよう。.このサルトルの「自由への 
道」くらいを読んで啓蒙された(或は 
そう 思っている) らしい 18 歳の論客は 
また、こんな ことさえ 言つてのける。 

「林、佐々木両氏を擁護する論客が読 
者サロンに姿を見せないのは読者 サロ 
ンの程度を下げるだけだから、早く姿 
を 見せてほしい。」 まったくこの 男は泥 
足で雑巾がけをする者に似てい る' 自 
分の足の裏の見えないのは ごもっ とも 
と言うし かない。 

ところで、ぼくはもちろん林あるい 
は佐々木氏をないがしろにしているの 
ではない。■(藤井君、喜べ。仲間がで 
きたぞ。)林氏の土俗的な志向の中に 
うかがえる情況の呈示(銳いとはいえ 
ないが)や、佐々木氏の青年らしい焦 
燥感や成熟への拒否には少なからず共 
感を覚えるのだ。しかしぼくには彼ら 
が《前衛》作家だとは思えない。たと 
えば藤井君の絶讃する「巨大な象」に 
しろ、まさに情況に先取りされて、そ 
の上に何もつけ加えることができず、 
またあまりに図式的で滑稽で さえ ある。 
露骨な、しかもかわりばえのしない比 
_が繰り返され、ややうんざ〇する。 

「聖灰曜日」というシリーズ名にして 
からが、多分エリォットの「聖灰水曜 
日」 あたりからの思いつきだろうが、 
エリォットの表現を借りれば、.彼には 
まだまだ「時を贖え、より高い夢のま 
だ読みとかれぬヴィジョンを贖え。」と 
いう言葉が投げつけられねばなりませ 
ん。この共産党の機関紙を〈前衛〉の 
目安と考えているような若者にとって、 
佐々木マキの作品がキンキラキンに光 

って見えるのも無理はないのでしよう 

:、〇 
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今月の本棚 


おこつ狂騒曲 


滝田 ゆう； 2とって〈死〉とは何か、 
と開き直つて問いかけてみたつてはじ 
まらない。でも、気になつて気になつ 
てし ょうがない。とにかく、この本に 
収められたマンガは、〈死〉をテーマ 
とした ものが多.いのだ。「ぉこつ狂騒 
曲」然り、「ぉ通夜の客」然り、「終 
列車」「宝石」「鍵」「しゃばっけ」 
「あしがる」またまた然り。生きてい 
るのか、死んでいるのか、いやいやち 
がう、生きてるやつが死んでいて、死 
んでるやつが生きている。といつたド 
ンデン返しが延々と続く。ゲラゲラ、 

ニタニタ笑つて読んで いる、っ，， ちに、心 
臟が止まつていた、なんてことが起ら 
ないともかぎらない"恐怖マンガ"な 
のである。「ぼかア女房も子供も ある 



んで すよ」と 自嘲をこめた恨み言が、 
〈死〉の世界から響きわたつてくるでは 
ありま せんか。 

▽一 五四頁•二四〇円•東考社発行 
==東京都府中市朝日町2 丁目29の11 


眼光戦線 


〃日刊を目指す唯一の映画煽動誌" 

と華々しくデビユ—' I て現在七号。残 
念な％ら、いまだ月刊の線を許してい 
る。深山美里、青木一端の二人を中心 
とした特殊な映画批評誌で、毎号特集 
を組んでいる。一号•「金 瓶梅」 「三 
里塚の夏」、二号.ゴダー ル、 三号. 
今村昌平、四号.吉田喜重•東大闘争、 
五号•歌謡曲映像、六号•石井輝夫. 
春闘 労働者、七号 •臍 閣下、といった 
あんばいで、映画だけでなく広い範囲— 
に批評対象を求め、マンガにまで及ん 
でいる。五号.には、深山美里の「林静 
.一•花の詩シリーズ第3回」論が載っ 
ていた。因みに七号は 「臍 閣下」特集 
であると 同時に可愛いお嬢さん「堤真 
理さん歓迎号」でもあるのだそうだ。. 

▽十六頁.百円•眼光戦線発行==東 

京都 新 宿区左 門町 七宏栄荘内 


眼 


前者を軟派と解すれば、こちらは硬 
派とでもい えまし よう。なんせ"映画 
理論誌〃なのですから。創刊号では、 
そのものズバリ"映画とは何か，と原 
理論を熱つ仰く追求する。執筆者は、 


画家の前田常作のほか有馬弘純、大沼 
鉄郎など。また座談会「今日の文化状 
況をめぐっ.て」では大島渚、北小路敏、 
野田真吉、佐々木基一らが、〃70年状 
況"と絡ませて、映画のあり方を検討 
している。巻末に連載されることにな 
った「映画史年表」は貴重な資料とい 
ぇる。年表の序に「〃映画の歴史"で 
はなく、"歴史の中の映画"として、 
映画史をみつめるとき、文学等の他ジ 
ヤンルと映画がいかに決定的に異なる 
ものであるか、なぜ"映画"は二十世 
紀後半の"文化"なのか、はっきりし 
てくるのである。」と記されている。 

▽ B5 判•一 五六頁•二五〇円•杉 
並シネクラブ発行=東京都杉並区成 
宗一の一〇七 


地下演劇 


A やつと 当つた 2 DK 安心したら 
産きちゃつたそんなおまえが我 
が息子産む事に理由はない何故 
，産んだなにんも無いぜありゃあ 
しない続くぜ続くぜ死ぬまでは 
切って下さい この体 
A 赤く咲きます親子花切って切れ 
ない怨みの文字を両手にこめて 
引くともに あらあ母親殺しの花 
が咲く 

以上は、、久留米団地であった 26 歳の青 

年の母親殺しに題材をとった林静一の 
「犯罪論」の一節である。 

▽A5 •一二〇頁•三〇〇円•グロ 
オバル社発行==東京都渋谷区渋谷三 
の十一の七 



▼四月十五日に発行した『つげ義春作 
品集』は、「朝日新聞」「読書人」「映 
画芸術」「ほるぷ新聞」「平凡パンチ」 
「芸術生活」「週刊言論」等々の書評 
にとりあげられ、予想以上の好評でし 
た。今後も単行本を続刊していく計画 
ですが、第二弾として、九月に『滝田 
ゅぅ作品集•寺島町奇譚』を発行すベ 
く準備をすすめています。ご期待下さ 

飞〇 

V 

▼「ガロ」 7 月 臨時増刊 号として 「永 
島憤二特集」を発行いたしました。「ク 
•ク•ル•ク•ク パロマ」 「少年の 夏」 一 

「雨月物語」など他誌に掲載された作34 
品も収めた永島慎二氏独自編集の特集 | 
号です。二六六頁•二〇〇円。ぜひ書 
店にお申込みを。 

▼佐々木マキ氏は、六月から『朝日ジ 
ャーナル』に毎週三頁のマンガを連載 
することになりました。本誌と併せて 
ご愛読下さい。半年連載の予定だそぅ 
です。 

林静一氏の「赤とんぼ」(ガロ68. 

6) が『女性自身』に転載されました 
が、六月には同誌に書き下し作品が発 
表されます。なお、林氏は、天井棧敷 
発行の『地下演劇』創刊号に「犯罪論」 

を執筆しています。 

▼「もっきり屋の少女」以来一年間ご 
無沙汰のつげ義春氏、本当に近々大作 
六〇枚を「ガロ」誌上に発表する〃予 
定"〇 







